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１６ 安田加代子，古賀明美，池田倫子，安田加代子，今村恭子，松藤 彩，仙波洋子，栗山久子，江頭

栄子：成人看護実習で迷いやすい看護診断の検討�－「活動耐性低下」と「身体可動性障害」－．
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究班２００８年度班会議・第１２回強皮症研究会議合同会議．２００９，１，１７．厚生労働省『強皮症におけ

る病因解明と根治的治療法の開発』研究班２００８年度班会議・第１２回強皮症研究会議合同会議プログ

ラム集 １６．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 大田 明英 科学研究費補助金 基盤研究�
（代表）

２型糖尿病患者における血糖コント
ロールとストレス対処系の関連および
介入効果の検討

１，６９０

教 授 大田 明英 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

基盤教育研究
実行経費

看護実践能力を高める演習・実習教育
に不可欠な設備・機器の整備

１，３２７

准教授 古賀 明美 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

佐賀県における糖尿病対策連携システ
ム構築のための基礎調査－糖尿病療養
指導士（LCDEを含む）の活用に向け
て－

５００

助 教 松藤 彩 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

在宅療養中の慢性心不全患者の病気に
対する不確かさに関する研究

６７２

助 教 赤木 京子 平成２１年度佐賀大学奨励研
究費（インセンティブ）

人工股関節患者の在宅における生活状
況と活動の実態

３０７

研究助成等

老年看護分野

原著論文
１ Fujita K, Makimoto K, Higo T, Shigematsu M, Hotokebuchi T: Changes in the WOMAC, EuroQol and Japa-

nese lifestyle measurements among patients undergoing total hip arthroplasty. Osteoarthritis and Cartilage, 17

(7):848-855. 2009.

２ 仙波洋子，佐藤和子，古賀明美，藤田君支：２型糖尿病患者の運動療法アドヒアランスに影響する

心理社会的要因．日本看護科学学会学会誌 ２９（２）：３‐１０．２００９．

３ ＊Uesugi Y, Makimoto K, Fujita K, Nishii T, Sakai T, Sugano N.: Validity and responsiveness of the Oxford hip

score in a prospective study with Japanese total hip arthroplasty patients. Journal of Orhtopaedic Science. 14

(1):35-9. 2009.

４ 安田加代子，藤丸温子，安部美紀，圓裕美子，塚本真純，野村美佳，道下可奈子，藤田君支，古賀

明美：人工股関節全置換術を受けた患者の満足度とその関連要因．整形外科看護 １４（４）：４０８‐

４１４．２００９．

学会発表
国際規模の学会

１ ＊Uesugi Y, Makimoto K, Fujita K, Nishii T, Sakai T, Sugano N.: Age-related differences in the quality of life of

total hip arthroplasty patients. 1 st WANS. 2009, 9, 19-20. CD.

国内全国規模の学会

１ 赤木京子，藤田君支，田渕康子：両側人工股関節全置換術後高齢者の退院後の生活状況．日本老年

看護学会第１４回学術集会．２００９，９，２６‐２７．日本老年看護学会第１４回学術集会抄録集 ２００．

２ 藤田君支，赤木京子，田渕康子：人工股関節術後患者の定量的活動と健康関連 QOL．日本老年看

護学会第１４回学術集会．２００９，９，２６‐２７．日本老年看護学会第１４回学術集会抄録集 ２４０．

３ 藤田君支，島田とくよ：人工関節術後３年の身体活動と健康関連 QOL．第３５回日本看護研究学



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 藤田 君支 科学研究費補金 基盤研究� 人工股関節患者と人工膝関節患者の生
活行動量と多面的な QOLの長期評価

１，６９０

准教授 田渕 康子 科学研究費補金 萌芽研究 月経周期の諸症状と子宮内膜症リスク
に関するヘルスアセスメントシートの
開発

５００

准教授 田渕 康子 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

手術を受ける患者の睡眠と QOLに関
する研究

４４８

助 教 仙波 洋子 平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

生活習慣病を持つ高齢者の運動の自己
効力に影響する要因の研究

３８０

会．２００９，８，３‐４．日本看護研究学会誌 ３２（３），３９１．

４ 古賀明美，堀川悦夫，安田加代子，仙波洋子：２型糖尿病患者にけるインターネットを活用した遠

隔的な介入の効果－血糖コントロールと行動変容の関係について－．第１４回日本糖尿病教育・看護

学会学術集会．２００９，９，１９‐２０．日本糖尿病教育・看護学会誌 第１３巻：特別号，２６３．

５ ＊大池美也子，川本利恵子，砂川洋子，藤田君支，野村志保子，中野栄子，土屋八千代，福井幸子，

寺町芳子，浦田秀子，楠葉洋子，石原和子，阿蘇品スミ子：九州・沖縄地区における専門看護師・

認定看護師の育成に関する実態調査．第３５回日本看護研究学会．２００９，８，３‐４．日本看護研究

学会誌 ３２（３），２０７．

６ 島田とくよ，藤田君支，田渕康子：施設高齢者の主観的 QOLの維持に関する研究．第３５回日本看

護研究学会．２００９，８，３‐４．日本看護研究学会誌 ３２（３），３９２．

７ 島田とくよ，北村ヒロ子，田渕康子，藤田君支：グループホームに入所する認知症高齢者に QOL

指標を活用した介入事例の報告．日本老年看護学会第１４回学術集会．２００９，９，２６‐２７．日本老年

看護学会第１４回学術集会抄録集 ２３０．

８ 田渕康子，藤田君支，池田 緑，仙波洋子，島田とくよ：学士課程学生のアロマセラピー技術演習

の学習効果．第３５回日本看護研究学会．２００９，８，３‐４．日本看護研究学会誌 ３２（３），１３０．

９ 田渕康子，藤田君支，仙波洋子，島田とくよ：老年看護学における回想法を用いたライフヒストリー

インタビューの学習効果．日本老年看護学会第１４回学術集会．２００９，９，２６‐２７．日本老年看護学

会第１４回学術集会抄録集 ２２０．

１０ 安田加代子，古賀明美，池田倫子，今村恭子，松藤 彩，仙波洋子，栗山久子，江頭栄子：成人看

護実習で迷いやすい看護診断の検討�－「活動耐性低下」と「身体可動性障害」－．第１５回日本看

護診断学術大会．２００９，６，２７‐２８．看護診断 １４�，２３６‐２３７．

１１ ＊池田倫子，古賀明美，安田加代子，今村恭子，松藤 彩，仙波洋子：成人看護実習で迷いやすい看

護診断の検討�－「嚥下障害」と「誤嚥リスク状態」－．第１５回日本看護診断学術大会．２００９，６，

２７‐２８．看護診断 １４�，２３４‐２３５．

その他の学会

１ 藤田君支：老年看護教育に系統図を用いた試み．第２０回日本看護クリティカルシンキング研究

会．２００９，１０，３‐４．第２０回日本看護クリティカルシンキング研究会抄録集．

研究助成等


